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た方が良いとしている。 
第4章では、第3章の実験に６0℃、70℃および90℃での加速劣化試験を加えて、アレニウスプロットから常
温（23℃）における紙の劣化速度の予想を行い、この結果と用いた経年劣化試料の現状との比較を行ってい
る。その結果冊子状の紙資料の劣化シミュレーションには、生成した有機酸が外部に揮散せず、また、外部
からの酸素の供給も抑制されているチューブ法の方が、懸垂法よりも良いと結論している。しかし、各種劣
化反応の活性化エネルギーは紙資料により異なっており、汎用的な紙の寿命予測は行えず、正しい寿命予測
には個別の試料ごとにアレニウスプロットを作成しなければならないということを明かにしている。 
第5章では上記の両加速劣化試験法の違いの要因としての有機酸の生成量に注目し、懸垂法では2番目に多
く含まれている有機酸であるグリコール酸が減少するが、チューブ法では他の有機酸同様増加していること
を見いだしている。 
これらの結論を導くために、数多くの実験を行い、また、アレニウスプロットも直線に良く乗っているな
ど、その実験データの精度も高く本論文は高く評価できる。また、ここで得られた成果は紙資料の長期保存
を考える際の基本的なデータとして活用されうるものである。また、得られた成果はRestauratorなどに2本
の論文としてすでに発表しており。今後さらに数本の論文としてまとめる予定となっている。 
以上の点から本論文は博士(文化財）の学位を授与するに十分な内容である。 
